
                             感 染 ・ 腫 瘍 免 疫 系  

 

オーガナイザー 

 臨床感染制御学 小 泉 祐 介  

 第二外科    尾 島 敏 康 

 

Ⅰ 授業の目的 

   感染症が疑われる患者が来院した際、適切な判断・治療を行うためには、細菌感染症、真菌感

染症、ウイルス感染症などに対する基礎的知識を修得するとともに、各種検査法の臨床的意味付

けを理解し適切な薬物治療ができるよう学習する必要がある。  

   また、感染症が惹起した病因を起炎菌側のみならず、宿主免疫能の側からも思考するよう訓練

し、宿主免疫の抑制機序を基礎的に理解し、至適な治療法を確立する一助とする。  

   さらに、免疫学的異常を細胞レベルおよび遺伝子レベルで理解し、癌治療における応用を修得

する。 

 

Ⅱ 到達目標 

   1. 感染を含む侵襲によりサイトカイン血症に進展する機序が理解できる。  

   2. 世界的視点から見た伝染性感染症の診断と治療を理解できる。             

   3. 細菌感染症の治療について理解し、述べることができる。  

   4. ウイルス感染症の診断と治療をフローチャートで説明できる。  

   5. 外科侵襲によるサイトカインの変動と術後病態との関連について理解する。  

   6. 外科手術を周術期管理の立場から考察し、術後感染症に対する発症阻止薬の選択と投与につい

て理論的に説明できる。 

   7. 病院感染症の感染経路、起因菌、対策を述べることができる。  

   8. 消化器系感染性疾患の診断と治療について述べることができる。  

   9. 肺結核の診断法と標準治療を述べることができる。  

  10. 非結核抗酸菌症と主な肺真菌症の診断と治療について述べることができる。  

  11. 腫瘍学の概念を理解し、がんの生物学とその治療への応用について概略が説明できる。  

  12. 癌の分子標的治療を理解できる。  

  13. 癌に対する外科治療、化学療法・免疫療法を集学的に理解できる。  

 14. 大規模災害による自然環境の変化や避難所等の特殊な生活環境で続発する感染性疾患の病

態・感染対策・予防的対応について理解できる。  

 

Ⅲ 講義項目と担当者 

 (1) 感染症 

   ①感染症総論 

     1. 生体防御・外科侵襲とサイトカイン 第二外科 中森 

     2. 細菌感染症の治療      臨床感染制御学 小泉 

     3. ウイルス感染症 診断と治療  臨床感染制御学 小泉 

    ② 感染症各論 

     1. 外科・周術期感染症   第二外科 瀧藤 

     2. 消化器系感染性疾患   臨床感染制御学 小泉 

     3. 肺結核                臨床感染制御学 小泉 

     4. 肺真菌症と非結核抗酸菌症       臨床感染制御学 小泉 

     5. 災害と感染症（黒潮感染）  臨床感染制御学 小泉 

  (2) 免疫 

   1. 癌の分子標的治療   第二外科 尾島 

   2. 集学的治療    第二外科 廣野 

   3. 癌免疫療法    第二外科 横山 
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Ⅳ 推薦テキスト及び参考書 

   1. Principles and Practice of Infectious Disease, 9 th ed. (Mandell G et al) Elsevier Saunders. 

   2. Allergic Disease:Diagnosis and Management, 5 th ed. (Patterson R et al) Lippincott-Raven. 

   3. 臨床侵襲学 （小川道雄、齊藤英昭 編）へるす出版 

   4. 免疫生物学 （笹月健彦 監訳）南江堂 

   5. エンドトキシン－新しい治療・診断・検査－（中野昌康、小玉正智  編）講談社ｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ  

  6. 周術期感染管理テキスト （日本外科感染症学会 編）診断と治療社 

  7. サンフォード 感染症治療ガイド 2021（戸塚恭一、橋本正良 監修）ライフサイエンス出版  

 

Ⅴ 評価の方法 

    授業への出席が 2/3 以上、および定期試験で 60%以上の得点をもって合格とする。  
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　　　　　　　　　　　　　講　義　日　程　表 感染・腫瘍免疫系

№ 月日 曜日 時限 項　　　　　目 担　　当　　科 担当

1 R5.9.15 (金) 4 外科・周術期感染症 第二外科 瀧藤

2 R5.9.15 (金) 5 細菌感染症の治療 臨床感染制御学 小泉

3 R5.11.20 (月) 2 ウイルス感染症　診断と治療 臨床感染制御学 小泉

4 R5.11.21 (火) 4 消化器系感染性疾患 臨床感染制御学 小泉

5 R5.11.21 (火) 5 癌の分子標的薬 第二外科 尾島

6 R5.11.22 (水) 1 集学的治療 第二外科 廣野

7 R5.11.22 (水) 2 癌免疫療法 第二外科 横山

8 R5.11.24 (金) 2 生体防御・外科侵襲とサイトカイン 第二外科 中森

9 R5.11.24 (金) 3 肺結核 臨床感染制御学 小泉

10 R5.11.27 (月) 2 非結核性抗酸菌症と肺真菌症 臨床感染制御学 小泉

11 R5.12.1 (金) 1 黒潮・感染 臨床感染制御学 小泉

12 R5.12.1 (金) 2 感染制御Ⅰ 臨床感染制御学 小泉

13 R5.12.1 (金) 3 感染制御Ⅱ 臨床感染制御学 小泉
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